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年

頭
の

、
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十
日
町
市
長

と山

ば口

孝

一

　
市
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
さ
ざ
い
ま
す
。

ま
す
皆
様
が
一
家
そ
ろ
っ
て
健
康
で
希
望
に
み
ち
た
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
り

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
い
た
し
ま
す
。

　
わ
が
十
臼
町
市
が
、
四
万
三
千
市
民
あ
い
た
す
さ
え
て
大
き
な
希
望
に
燃
え
て

発
足
い
た
し
ま
し
て
か
ら
・
は
や
く
も
四
年
目
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
間
ま
こ
と
に
あ
わ
た
だ
し
い
う
ち
に
終
始
し
た
と
は
申
せ
、
新
市
建
設
五
力
年

計
画
に
基
い
て
市
政
全
般
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
・
市
民
各
位
の
絶
大
な
る

誉
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
着
々
成
果
を
あ
げ
つ
＼
あ
り
ま
す
乙
と
を
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。
最
近
全
国
的
に
地
方
財
政
が
窮
迫
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
わ
が
十
日
町
市
も
そ
の
例
に
も
れ
す
昨
年
消
費
的
経
費
を
極
力
節
減
し
、

こ
れ
を
主
と
し
て
建
設
的
事
業
に
そ
＼
ぎ
、
新
市
建
設
の
意
欲
を
事
業
面
に
も
り
あ
げ
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
の
．
℃
あ
り
ま
す
。
本
年
も
健
全
財
政
を
基

本
の
方
針
と
し
て
、
教
育
施
設
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
お
よ
び
交
通
網
の
整
備
拡
充
の
三
大
事
業
と
上
水
道
工
事
の
施
行
、
新
農
村
建
設
計
画
の
実

施
、
都
市
計
画
事
業
及
び
防
火
施
設
等
を
充
婁
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
乙
れ
は
十
日
町
市
百
年
の
大
計
上
、
市
の
将
来
を
に
な
う
青
少
年
の
育
成
は
最
も
重
要
罎
あ
り
、
ま
た
田
園
都
市
と
し
て
特
異
な
形
態
を
持
つ
十
日
町

市
発
展
の
基
盤
は
農
林
産
物
の
増
産
及
び
全
国
的
に
名
高
い
織
物
産
業
の
発
展
を
図
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
都
市
部
と
農
村
部
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら

共
に
発
展
を
期
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
十
日
町
市
建
設
の
目
的
に
も
添
い
、
さ
ら
に
女
道
路
橋
梨
を
整
備
拡
充
し
て
物
資
の
変
流
を
ス

ピ
ー
ド
化
し
、
広
大
な
地
域
の
距
離
感
を
な
く
す
る
こ
と
が
産
業
振
興
の
上
に
最
も
有
効
適
切
な
手
段
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
市

民
の
交
化
的
な
朋
る
い
生
活
を
維
持
す
る
上
に
必
要
な
措
置
は
財
政
の
許
す
限
り
最
大
限
度
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
理
想
の
都
甫
と
し
て
の
発
展

に
は
こ
ん
ご
幾
多
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
の
一
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
い
わ
は
本
年
は
過
去
三
力
年
の
業
績
を
冷
静
に
判
断
し
、
新
市
五
力
年
計
画
に
も
再
検
討
を
加
う
る
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
当
初
に
お
い
て
は
理
想
的

な
計
画
で
あ
り
ま
し
て
も
、
時
勢
の
変
転
と
市
民
各
位
の
．
要
望
に
即
し
、
こ
れ
を
さ
ら
に
理
想
的
な
も
の
に
改
め
る
こ
と
こ
そ
新
十
日
町
市
建
設
σ
た
め

忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
＼
信
じ
ま
す
。
な
お
上
水
道
敷
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は
財
政
の
ゆ
る
し
う
る
最
大
限
で
あ
る
五
千
万
円
程
度
を
実

施
い
た
し
、
明
年
度
に
は
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
二
年
の
元
日
に
当
り
、
本
年
の
計
画
と
希
望
の
一
端
を
申
し
の
べ
ま
し
て
市
民
各
位

の
δ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
り
、
市
民
各
位
の
δ
健
康

を
祝
し
あ
わ
せ
て
一
腰
の
乙
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
新
市
町
村
建
設
計
画
、
新
農
村
建
設
計
画
、
水
道
工
事
計
画
等

い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
き
な
問
題
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
ら
を
実
施

し
て
ゆ
く
第
一
年
度
に
当
る
わ
け
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
絶
大
の
δ
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
待
望
の
水
道
建
設
は
、
す
で
に
十
一
月
着
工
の
運
び
と
な
り
、
今
年
は
是
非
共

起
債
を
五
千
万
円
く
ら
い
と
っ
て
年
内
に
は
一
部
給
水
を
実
現
し
た
い
と
念
願
し

て
お
り
ま
す
。
教
育
関
係
で
は
、
川
治
中
学
校
の
完
成
と
六
箇
地
域
の
学
校
建
築
を
促
進
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
土
木
関
係
で
は
全
市
民
か
ら
の
い
ろ
い

ろ
な
希
望
を
建
設
課
で
調
査
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
緊
急
、
重
点
的
な
も
の
を
順
次
と
り
あ
げ
て
ゆ
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
農
業
お
よ
び
商
工
業
の
発
展
策
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
力
を
入
れ
て
施
策
を
講
じ
た
く
、
新
市
町
村
建
設
促
進
審
議
会
も
発
足
し
た
の
で
、
そ
の
機
能

を
充
分
発
揮
し
て
市
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。
と
く
に
十
日
町
織
物
が
一
段
と
発
展
す
る
よ
う
織
物
組
合
な
ど
と
提
携
し

宣
伝
、
求
評
会
等
を
催
す
こ
と
は
勿
論
、
業
者
の
目
標
と
し
て
い
る
五
十
億
を
突
破
す
る
よ
う
助
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
東
北
開
発

の
国
策
会
社
も
近
い
う
ち
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
輸
出
織
物
専
門
の
大
工
場
を
設
立
し
た
い
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
公
共
職
業
補
導
所

建
築
に
つ
い
て
の
寄
附
も
今
年
は
終
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
な
お
出
来
る
か
ぎ
り
の
予
算
計
上
を
し
て
十
日
町
織
物
振
興
費
（
仮
称
）
と
で
も

し
、
あ
た
ら
し
く
独
立
し
た
立
場
で
目
的
を
達
成
し
た
く
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
他
、
十
日
町
市
発
展
の
た
め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
非
常
に
多
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
で
す
。
し
か
し
、
山
多
く
し
て
し
か
も
こ
れ
ら
の
山
を
登
り
極
め
る
に
は
非

常
な
困
難
を
と
も
な
っ
て
来
る
こ
と
は
当
然
で
し
よ
う
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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二
月
十
四
日
（
夜
）
前
夜
祭

◇
雪
の
力
置
昌
バ
ル

　
　
　
　
　
　
紋
　
紙
　
供
　
養

　
於
　
十
日
町
高
校
（
東
校
）
南
側

二
月
十
五
日

◇
パ
H
K
三
ツ
の

　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

　
於

歌

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
小
学
校
下
の
運
動
場
㎜

　
　
　
　
出
場
希
望
老
は
「
ハ
ガ
キ
」
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
姓
別
…

　
　
　
　
を
明
記
二
月
五
日
ま
で
に
市
役
所
雪
ま
つ
り
委
員
会
宛
申
込
…

　
　
　
　
ん
で
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
入
場
者
を
ス
O
O
O
名
に
制
限
い
た
し
ま
す
か
ら
希
望
者
㎜

　
　
　
　
は
二
月
五
日
ま
で
に
雪
ま
つ
り
委
員
会
に
「
ハ
ガ
キ
」
で
申
…

　
　
　
　
込
ん
で
下
さ
い
。
希
望
者
多
数
優
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
m

　
　
　
　
し
通
知
し
ま
す
。
通
知
を
受
け
た
方
は
通
知
書
に
場
内
整
理
…

定　
　
　
　
費
五
〇
円
を
添
え
て
ゴ
肩
十
日
か
ら
十
四
日
の
間
に
市
役
…

　
　
　
所
で
入
場
券
と
お
ひ
き
か
え
下
さ
い
。
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◇
雪
の
舞
台
（
昼
夜
）

　
　
於
　
本
町
　
滝
　
文
　
裏

◇
撮
　
　
影
　
会

　
　
　
　
　
　
ミ
ス
さ
く
ら
来
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
織
物
組
合
孟
催
）

二
月
十
五
、
十
六
日

◇
雪
の
芸
術
展
　
　
　
㎜

　
　
大
規
模
作
晶
、
商
業
作
品
、
學
校
作
品
…

　
　
へ
十
五
日
午
前
九
時
よ
り
審
査
）
　
　
　
㎜

◇
雪
の
写
真
展
　
　
　
㎜

　
於
市
役
所
会
議
室
　
　
…

出
品
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
．
雪
に
関
す
る
ど
ん
な
写
真
…

で
も
最
寄
り
の
写
真
舘
、
材
料
店
に
二
月
十
三
日
迄
に
さ
提
㎜

出
下
さ
い
。
大
き
さ
は
四
ッ
切
、
台
紙
は
係
で
準
備
し
ま
す
m

◇
岡
田
紅
陽
先
生
富
士
の

　
　
写
真
展
　
　
全
紙
二
＋
点

　
於
市
役
所
会
議
室

二
月
十
六
日

◇
文
芸
大
会

　
　
　
　
午
後
五
時
よ
り

　
於
市
役
所
会
議
室

短
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
課
題
「
雪
ま
つ
り
」
選
煮
野
本
郁
太
郎
先
生
、
一
人
三
首
…

俳
　
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
課
題
「
雪
」
　
（
大
雪
の
状
態
）
「
火
鉢
」
　
（
ス
ト
ー
ブ
、
　
…

　
ス
チ
ー
ム
、
炉
を
含
む
）
「
冬
の
鳥
一
切
」
選
者
滝
沢
鴬
…

　
衣
先
生
、
金
山
柏
樹
先
生
阿
部
銀
沓
子
先
生
、
一
人
通
題
m

五
句
吐
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ロ
　
　
　
　
タ

月
　
　
杉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
課
題
「
大
　
　
安
」
　
　
　
　
選
者
下
村
　
　
梵
先
生
　
㎜

　
　
　
「
雪
国
の
女
」
　
　
　
　
選
者
山
内
ゆ
た
か
洗
生
　
…

　
　
　
「
雪
告
」
　
（
わ
ら
ぐ
つ
）
選
者
浜
　
　
聾
子
先
生
　
”

　
　
　
「
猫
」
　
　
　
　
　
　
　
選
渚
川
上
三
太
榔
先
生
　
　
㎜

　
一
人
十
二
句
、
各
題
三
句
宛
、
別
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
用
紙
“
官
制
は
が
き
使
用
、
メ
切
紐
二
月
十
日
、
発
表
紺
㎜

　
雪
ま
つ
り
交
芸
大
会
並
新
聞
紙
上
、
賞
口
短
歌
五
席
迄
其
…

　
の
他
は
当
日
席
題
と
合
点
十
位
迄
、
宛
先
闘
十
日
町
市
役
…

　
所
雪
ま
つ
り
友
芸
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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市
づ

く
の
ノ

の
母
体

審
議
会
の
委
員
き
ま
る

市
町
村
建
設
促
進
法
（
別
項
解
説
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

に
と
も
な
い
・
市
の
建
設
計
画
を
調
整
し
た
り
・
そ
の
計
画
を
促
進
さ
せ

る
に
必
要
な
調
査
や
審
議
を
す
る
た
め
、
去
年
九
月
に
十
日
町
市
新
市
町

村
建
設
促
進
番
議
会
条
例
が
き
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
一
月
十
日
附
で
こ
の

審
議
会
の
委
員
が
次
の
と
お
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
議
長

議
会
副
議
長

総
勝
財
政
、
委
員
長

同
　
副
．
委
員
長

交
教
厚
生
委
員
長

同
　
副
委
員
長

6
建
設
委
員
長

同
　
副
委
員
長

経
済
委
員
長

同
　
副
委
員
長

教
責
委
員
会
委
員
長

同
委
員
長

職
務
代
理
者

農
業
委
員
会
長

十日

町

農
棊
協
同
祖
合
長

中
条
同

下
条
同

川
治
同

六
箇
同

吉
田
南
部
同

菅
村

近
藤竹

内

山
口

石柳大樋太小
坂　島口田川三

軸

小
海

庭
野

中
林
三
男
三
郎

樋
口
　
溝

山
口
孝
一

風
間
又
五
郎

福
崎
善
掲
門

保
坂
鋪
吉

吉
治

雄
四
郎

　
　
真

秀
一
一

勝
次
郎

義
弘

政
太
郎

昭
三

宗
平

正
隆

孝
義

隆
三
郎

清
、
平

吉
田
北
部
第
一
理
學
酒
井

織
物
組
合
長
菅
村

商
工
会
副
会
頭
小
島

同
　
　
　
　
　
保
坂

商
、
工
会
専
務
理
事
宮
内

農
業
共
済
組
合
理
事

樋
口
惣
一
艮
五喜真清i新徳
B平平三蔵一

青婦消
　　防年人　　団
団会副
　　団
長長長
五ノ1￥島

十川田
嵐イ善
保ツ作

北
海
道
へ
見

舞
い
を

　冷

害
地
北
海
道
へ
の
物
品
寄
贈
の

取
扱
い
は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
品
を
送
り
、
こ

ま
っ
て
い
る
人
々
を
救
い
ま
し
ょ
う
’

取
扱
い
は
市
役
所
の
社
会
福
祉
事
務

所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
呑
連

絡
下
さ
い
。

一
、
品
名

　
　
食
糧
品
、
衣
類
、
寝
具
、
薪
炭

二
、
運
賃
　
無
料

三
、
期
間
　
昭
和
三
十
二
年
二
月
二

　
　
　
　
＋
八
日
ま
で
。

民
生
委
員
改
選

民
生
委
員
が
十
二
月
一
日
に
改
選
さ

れ
ま
し
た
。
新
、
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
十
日
町
地
区
】

　
　
後
藤
唯
七
　
服
部
慶
H

　
　
小
林
徳
七
　
　
野
本
ヤ
ス

　
小
林
賢
秀

　
宮
　
善
助

　
島
田
正
成

　
高
木
英
治
郎

　
池
田
千
秋

　
中
川
光
忍

【
中
条
地
区
】

阿佐佐高
部藤野橋
後龍フ嘉
一司ミ麿

　
田
村
水
太
郎

　
池
田
福
栄

【
下
条
地
区
】

　
小
林
　
殖

霧辱彊習拓辱

蜜蘇惑落葎《

太
田
藤
吉

丸
山
哲
英

樋
ロ
キ
ョ

橋
本
清
一
郎

桜
井
菊
松

近
藤
栄
太
郎

　
樋
熊
満
仲
　
　
村
山
米
平

　
鈴
木
リ
ツ
　
　
水
落
佳
雅

　
小
島
繁
太
郎

【
吉
田
地
区
】

　
長
野
利
八
　
　
丸
山
　
喜
平

　
桑
原
　
ノ
リ
　
　
春
日
　
重
尚

　
尾
身
栄
作
　
　
涌
井
キ
ヨ
ノ

　
太
田
健
一

【
川
治
六
箇
地
区
】

富
井
禅
貞

島
田
伴
一
郎

小
海
盛
政

南
雲
志
ゆ

福
崎
ナ
ツ

林
　
福
市

松
沢
、
要
吉

岡
村
森
半

渡
辺
勝
太
郎

村
山
常
太
郎

徳
水
栄
一

兜
童
の

　
　
　
　
　
　
　
一
醐
月

三
十
二
年
度
小
学
校
入
学
者
名
簿

が
出
来
ま
し
た
。
該
当
者
に
は
二
月

入
学
通
知

　
　
　
　
　
日
に
畿
逡
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o

【
一
日
に
通
知
し
ま
す
が
、
今
年
小
学

校
に
入
る
の
は
昭
和
二
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日

ぽ
歪
生
れ
た
も
の
芋
か
皇
れ

一
ら
の
人
で
通
知
の
届
か
な
か
っ
た
も

皿
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
急
い
で
市
教

皿
育
委
員
会
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

に

ぎ
わ
つ
た
季
節
布

一
ぬ
乙
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
た
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
等
の
方
々
の

一
近
い
中
に
五
軒
新
田
の
窺
堂
髭
蓬
竃
く
睾
て
薬
し
く
ス
キ

行
く
途
中
の
小
川
に
、
橋
を
掛
け
る
一
1
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

予
定
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
ち
ら
の
『
尚
市
で
は
三
月
三
日
に
昨
年
と
同
様

ス
キ
ー
場
も
中
、
上
級
の
方
た
に
お
・
市
民
ス
キ
ー
大
会
を
権
場
堂
で
行
い

｝　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

す
＼
め
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
…
ま
す
。
是
非
た
く
さ
ん
の
方
が
出
腸

土
、
暴
筆
、
ス
キ
ー
携
備
さ
豪
ま
う
、
御
男
下
さ
い
．

や
、
そ
の
他
危
険
の
な
い
よ
う
に
い
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

万
病
の
も
と
「
カ
ゼ
」

　
な
お
身
体
検
査
は
二
月
中
旬
－
三

月
の
上
旬
の
間
に
単
校
で
行
う
予
定

統
計
の
示
す
雪
・
稲
作

昨
年
暮
よ
り
降
り
つ
y
い
た
雪
は
既

に
六
尺
以
上
と
な
り
、
更
に
今
後
平

年
並
に
雪
が
降
っ
た
と
し
て
も
相
当

の
大
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
ば
ん

心
配
さ
れ
る
の
は
・
春
、
雪
消
え
が

遅
れ
る
こ
と
で
、
別
表
雪
と
米
の
反

収
を
見
て
も
四
月
下
旬
以
後
に
雪
が

消
え
た
年
は
不
作
で
あ
り
ま
す
。
今

覧
唾
亀
－
亀
陰
』
騒
聰
馳
亀
O
亀
尋
亀
電
電
寳
髄
尊
驚
ヒ
馳
電
電
口
亀
亀
O
聖
亀
聰
馳
1
ー
聖
亀
O
亀
魯
O
覇
亀
O
馳
亀
賦
略
ー
亀
曉
亀
覧
電
口
』
■
『
聰
亀
鷺
鞠
陰
塁
O
亀
陰
亀
亀
職
亀
聖
匙
馳
亀
賑
O

鮨
O
亀
亀
亀
亀
馳
亀
亀
臨
醜
亀
馳
馳
驕
塵
電
亀
亀
題
ー
－
亀
覇
亀
亀
陰
馳
葛
罵
旨
巳
亀
亀
亀
亀
亀
馳
l
I
廻
亀
馳
口
晒
馳
駿
亀
亀
融
』
「
『
亀
塗
髄
亀
O
馳
騙
亀
韓
亀
馳
D
冒
■
置
■
■
罵
贈
ー
馳
亀
亀
唾
ー
亀
亀
噂
亀

　
合
併
の
促
進
を
目
標
と
し
た
町
村

合
併
促
進
法
は
、
予
定
の
期
間
通
り

十月

三
十
一
日
打
切
ら
れ
、
新
た
に
新

市
璽
物
の
重
肌
発
展
の
墳
鳳
塗
青

標
と
す
る
本
法
が
成
立
し
ま
し
た
．

こ
の
法
律
は
、
新
市
町
村
の
建
設
の

進
め
方
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項

を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に

対
す
る
国
叉
は
、
県
の
必
要
な
協
力

援
助
措
櫨
や
、
他
の
法
律
の
特
例
を

定
め
、
新
市
町
村
の
育
成
発
展
の
方

策
盈
爪
し
、
な
お
、
あ
わ
せ
て
町
村

合
併
に
伴
う
争
論
の
処
理
や
、
末
合

併
町
村
の
町
村
合
併
の
推
進
方
策
を

定
め
て
、
町
村
合
併
の
総
仕
上
げ
を

な
さ
ん
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
ま
す

本
法
に
も
ら
れ
て
い
る
内
容
は
お
、

む
ね
次
の
通
り
で
す
．

①
建
設
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
基
本

に
関
す
る
事
項

A
　
基
本
的
な
地
方
公
共
団
体
と
し

て
・
住
民
の
福
祉
を
積
極
的
に
増
進

す
る
た
め
、
総
合
的
な
発
展
策
を
立

て
計
画
的
且
つ
、
効
果
的
に
実
現
す

る
こ
と
。

｝
…
説

…
、
解

B
新
而
酊
村
の
建
設
の
原
動
力
は

新
市
町
村
自
体
の
憲
欲
と
努
力
が
第

一
義
で
あ
る
の
で
、
公
共
的
団
体

住
民
が
そ
れ
ぐ
職
域
と
分
限
に
応

じ
て
、
相
協
刀
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

C
　
合
併
の
際
に
策
定
し
た
建
殿
計

画
は
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
新
し
い
地
域
を
通
す
る
総
合
『

的
な
発
展
策
と
し
て
、
再
検
討
し
効

果
的
に
実
現
す
る
た
め
調
整
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
。

D
　
出
張
所
の
廃
止
、
統
合
及
び
、

小
、
中
学
校
の
続
合
の
必
要
性
を
強

新
市
町
村
建
設
促
進

法
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
調
し
、
区
域
内
の
公
共
団
体
等
の
統

　
　
　
　
　
　
　
合
整
備
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
．

E
　
区
域
内
の
各
方
面
の
代
表
を
も

っ
て
構
成
す
る
新
市
町
村
建
設
審
識

会
を
新
市
町
村
乙
と
に
設
置
し
、
新

市
町
村
建
設
計
画
の
調
整
変
更
そ
の

他
そ
の
塞
鵬
に
関
し
、
参
与
せ
し
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

②
建
設
計
画
の
調
整
、
実
施
の
促
進

　
の
た
め
国
、
県
の
行
う
協
力
援
助

楷
撮
に
関
す
る
事
項

A
新
市
町
村
建
設
計
画
調
整
費
補

助
金
と
施
設
整
備
費
補
助
金
の
二
種

を
交
付
す
る
こ
と
．

B，

葎
護
計
圃
箋
施
上
の
必
要
な
国

の
財
政
援
助
、
許
認
可
等
に
つ
い
て

又
は
国
の
直
接
事
業
の
実
地
に
つ
い

て
特
別
の
配
慮
を
加
え
て
、
郵
便
局

等
の
国
の
地
方
行
政
機
関
の
所
菅
区

域
を
新
市
町
村
の
区
域
に
一
致
さ
れ

る
等
の
た
め
、
必
要
な
構
置
を
講
ず

べ
き
旨
等
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。

0
他
の
法
律
の
特
例
に
関
す
る
事
項

　
新
市
町
村
の
育
成
の
た
め
、
地
方

　
財
政
法
、
地
方
税
法
、
地
方
交
付

　
税
法
、
国
有
財
産
特
別
措
置
法
、

　
国
有
林
野
法
の
特
例
が
定
め
ら
れ

る
こ
と
。

④
町
村
合
併
に
伴
う
争
論
の
処
理
及

　
び
、
△
屏
促
進
に
関
す
る
事
項

A
町
村
△
屏
は
、
自
治
制
度
上
の

圃
期
的
な
改
菟
で
あ
る
と
と
も
に

地
方
住
民
の
伝
統
的
生
活
や
感
情
と

秩
序
を
揺
が
す
も
の
で
あ
る
の
で
、

争
論
の
処
理
が
こ
ま
か
く
規
定
さ
れ

あ
わ
せ
て
末
△
屏
町
村
の
合
併
促
進

を
は
か
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

B
　
限
時
法
で
公
布
の
日
か
ら
施
行

し
、
五
ヵ
年
間
に
限
り
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
．

春
は
品
種
の
問
題
、
肥
料
設
計
、
病

害
虫
防
除
対
策
等
今
よ
り
充
分
研
究

し
て
、
昭
和
九
年
昭
和
二
十
年
の
様

な
不
作
に
な
ら
ぬ
様
特
段
の
注
意
を

望
み
ま
す
。
尚
苗
代
直
前
に
は
こ
れ

に
対
す
る
講
習
会
等
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
が
、
農
業
改
良
普
及
員
等
と

充
分
相
談
し
て
万
全
の
対
策
を
さ
れ

る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
課
）

ス
キ
量
ヤ
塵

の
皆
檬
へ

　
い
よ
く
絶
好
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
に
入
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
冬
も

出
来
る
だ
け
戸
外
に
出
て
運
動
し
、

丈
夫
な
健
や
か
な
身
体
を
鍛
え
で
下

さ
い
。

ス
キ
ー
を
や
る
時
に
は
こ
ん
な
事
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

①
　
小
さ
な
子
供
さ
ん
は
年
上
の
人

を
混
え
て
、
四
、
五
人
以
上
で
行
く

こ
と
。
一
人
の
と
き
危
険
が
起
っ
た

ら
大
へ
ん
で
す
。

②
　
知
ら
な
い
山
に
出
か
け
た
り
、

一
危
な
い
場
所
に
は
行
か
ぬ
こ
と
．

③
　
な
だ
れ
に
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
ス
キ
ー
場
で
は
滑
る
人
、
登
る

人
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
所
を
通
り
ま
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
滑
る
コ
ー

ス
登
る
コ
ー
ス
を
決
め
た
方
が
よ
い
『

⑤
転
ん
で
開
け
た
沢
は
、
必
す
そ

の
時
に
、
元
の
よ
う
に
平
ら
に
し
て

置
く
こ
と
。
後
か
ら
滑
る
人
が
安
心

し
て
滑
れ
る
よ
う
に
。

⑤
　
大
き
な
人
は
ス
キ
ー
場
で
も
、

小
さ
な
子
供
さ
ん
を
い
た
わ
り
ま
し

よ
う
。
怪
我
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
。

⑦
も
し
怪
我
人
が
出
た
ら
、
直
ぐ

に
年
上
の
人
か
、
大
人
の
方
に
知
ら

せ
て
、
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

②
紙
く
ず
や
果
物
の
皮
、
杉
の
葉

や
木
の
枝
等
を
ス
ロ
ー
プ
に
散
ら
さ

　今月の納：税
市町村民税（第四期）

　納期限1月31日

固定資産税（第五期）

国民健康保険料（第六期）

　納期限2月28日

　
　
　
　
　
予
防
は
闘
寸
の
注
意
力
で

　
最
近
各
地
で
「
カ
ゼ
」
が
大
流
行
気
が
起
っ
て
く
る
の
で
、
度
女
う
が

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

い
を
し
て
ふ
着
し
た
菌
が
増
殖
し
な

　
一
般
に
「
カ
ゼ
」
と
一
口
に
い
っ
「
い
う
ち
に
洗
い
落
せ
ば
、
発
病
す
る
・

て
い
ま
す
が
、
「
カ
ゼ
」
と
は
ど
ん
…
こ
と
を
か
な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

め
て
「
カ
ゼ
」
と
い
っ
て
い
る
わ
け
｝

で
す
。

　
従
っ
て
「
カ
ゼ
」
を
起
す
原
因
に
は

い
ろ
く
と
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
う
ち
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ヴ
ィ
ー
ル

ス
に
よ
る
も
の
を
流
行
性
感
冒
と

か
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
は
別
に
し
て
「
カ
ゼ
」

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の

予
防
法
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
「
カ
ゼ
」
は
鼻
や
の
ど
か
ら
感
染
す

る
病
気
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
予
防
す

る
に
は
、
鼻
や
の
ど
を
保
護
す
る
と

同
時
に
身
体
全
体
の
抵
折
力
を
つ
け

．
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
「
カ
ゼ
」
を
お
こ
す
菌
や
ヴ

ィ
ー
ル
ス
が
、
鼻
や
の
ど
に
つ
い
て

直
ぐ
発
病
す
る
も
の
で
な
く
、
し
ば

ら
く
の
間
そ
の
菌
が
は
ん
殖
し
て
病

気
を
起
す
強
さ
に
な
っ
て
初
め
て
病

な
病
気
か
と
い
、
ま
す
と
・
鼻
・
咽
｝
す
。
そ
れ
に
鼻
、
の
ど
の
粘
膜
は
、

頭
、
気
管
な
ど
の
粘
膜
が
カ
タ
ル
性
急
に
冷
め
た
い
空
気
に
ふ
れ
ま
す
と

の
炎
症
を
起
し
た
状
態
を
ひ
っ
く
る
刺
職
が
強
す
ぎ
て
、
炎
痘
を
起
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
く
な
る
の
で
す
。

健
康
相
談
室
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
日
は
毎
週
土
曜

　
皆
さ
ん
の
健
康
相
談
室
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。
市
役
所
南
側
入
口
か

ら
入
っ
た
左
側
で
す
。

一
安
定
し
た
楽
し
い
毎
日
も
家
に
病
人

が
出
ま
す
と
、
た
ち
ま
ち
破
壊
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
規
律
正
し
く
常
に

健
康
に
注
意
す
る
こ
と
は
勿
諭
大
切

で
す
が
、
病
気
に
な
っ
た
特
は
す
ぐ

適
当
な
手
当
を
加
え
る
よ
う
心
が
け

た
ら
、
そ
ん
な
に
悪
化
さ
せ
す
に
す

ま
せ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

健康な

上
に
も
健
康
な
毎
日
が
お
く

れ
ま
す
よ
う
、
各
出
張
所
に
は
従
来

保
健
婦
を
配
置
し
て
、
御
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
市
役

所
に
も
健
康
相
談
室
を
開
設
い
た
し

ま
し
て
、
毎
愚
土
曜
日
の
午
前
中
妊

産
婦
保
健
相
嘆
乳
幼
児
保
健
相
談

結
核
予
防
並
び
に
療
養
相
談
、
そ
の

他
一
般
保
健
衛
生
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
御
来
室
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
．

　
よ
く
マ
ス
ク
を
す
る
よ
う
に
い
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
病
原
菌
を
不
過

す
る
と
い
う
よ
り
も
、
外
の
冷
た
い

空
気
を
直
接
粘
膜
に
ふ
れ
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
な
の
で
す
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
、
ふ
だ
ん
か

ら
、
健
康
に
注
意
し
、
栄
養
が
か
た

よ
ら
な
い
よ
う
に
し
、
夜
ふ
か
し
な

ど
を
し
て
過
労
に
な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

公
衆
便
所
第
－
號

　
　
　
　
　
高
田
町
の
二
丁
目
に

　
高
田
町
二
丁
目
（
旧
十
日
町
病
院

側
）
に
大
小
便
所
各
二
口
に
、
姿
見
手

洗
い
を
備
え
た
タ
イ
ル
仕
上
の
公
衆

便
所
が
工
費
拾
五
万
円
で
竣
工
い
た

鶴
鷺
　
，

て
栄
養
を
横
ど
り
し
、
時
に
は
脳
や

肺
臓
に
侵
入
し
て
い
ろ
い
ろ
な
病
気

を
起
し
、
ま
た
そ
の
数
が
多
く
な
る

と
膓
閉
塞
を
起
し
て
死
ぬ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

黙
雛
難
鐸
鍵

　
　
錦
を
逸
し
て
し
ま
い
、
保
健
所
で
検
査

撚
．
懲
簸
し
た
と
こ
ろ
、
十
二
指
腸
虫
の
た
め

　
　
㎜
だ
と
判
り
早
速
駆
虫
し
た
ら
別
人
の

　
　
　
よ
う
に
元
気
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

　
　
．
で
す
。

　
　
　
　
原
因
不
明
の
疲
れ
や
、
貧
皿
が
あ

　
　
・
っ
た
と
き
は
、
一
応
寄
隼
璽
の
せ
い

　
　
　
で
は
な
い
か
と
、
疑
っ
で
み
る
こ
と

し
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
、
毎
日
掃

除
係
を
派
遣
し
て
、
清
潔
の
保
持
に

努
め
て
い
ま
す
。
お
利
用
の
一
人
一

人
か
ら
も
注
意
し
、
い
つ
ま
で
も
き

れ
い
な
自
分
達
の
便
所
と
し
て
ハ
莉

用
下
さ
い
。

　
【
写
真
は
出
来
上
づ
た
公
衆
便
所
】

今
が
最
適
期

　
　
寒
さ
に
弱
い
嵜
生
虫
卵

百
人
中
七
十
人
が
保
虫
者
。
つ
ま

り
回
虫
を
お
な
か
の
中
に
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
い
ま
ま
で
の
例
で
は
、

最
高
一
人
で
三
百
二
十
三
匹
の
回
虫

が
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
回
虫
は
普
通
腸
の
中
に
住
ん
で
い

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
．

　
　
　
御
　
祖

　
餐
比
十
二
月
嘱
託
員
の
方
々
の

　
お
手
数
を
わ
す
ら
わ
し
、
市
風

　
各
位
よ
り
多
大
の
δ
協
刀
を
ね

　
が
い
ま
し
た
、
才
末
た
す
け
あ

　
い
運
動
の
募
金
は
十
四
万
一
千

　
八
百
五
十
九
円
と
な
り
ま
し

　
た
。
早
箇
二
式
日
古
丙

　
各
保
謹
邑
帯
、
末
引
揚
者
留
督

　
家
族
、
保
育
所
及
び
養
老
院
等

　
に
配
分
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

　
こ
こ
に
紙
上
を
も
っ
て
御
礼
昂

　
上
裟
す
．

嗣
1

　
寄
生
虫
は
そ
の
卵
が
便
ー
肥
料
ー

野
菜
ー
口
と
い
う
経
路
を
、
た
ど
っ
て

人
体
に
入
り
ま
す
か
ら
、
予
防
と
し

て
は
、
生
野
菜
な
ど
は
流
れ
る
水
で

ょ
く
洗
っ
て
か
ら
食
べ
る
こ
と
、
ま

た
寄
生
虫
卵
は
、
寒
さ
に
弱
い
の
で

今
が
駆
虫
の
最
適
期
と
い
う
こ
と
が

い
え
ま
す
。
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メ
モ

決
算
審
査

＋
一
一
月
一
日
か

ら
の
議
会
の
活

動
状
撮
は
左
の

と
お
り
。

＋
一
一
月
一
日

交
教
厚
生
委

員
会

十
二
月
六
日
、
七
日

経
済
委
員
会

　
請
願
一
件
、
陳
情
一
件

決
算
審
査

十
二
月
十
日
、
十
一
日

建
設
委
員
会

　
讃
顧
一
件
、
決
算
審
査

十
二
月
十
二
日
、
十
三
日

総
務
財
政
奮
会

　
讃
願
一
件
、
決
算
審
査

＋
一
一
月
＋
五
日

交
教
厚
生
委
員
会

決
算
審
査

＋
一
一
月
＋
八
日

　
第
四
回
市
議
会
定
例
会

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
一
般
職
員
の
給
与
麦
給
に
関
す
る

条
例
の
一
都
改
正

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
昭
和
三

　
十
一
年
度
市
歳
入
歳
出
追
加
予
算

　
及
び
国
保
特
別
会
討
並
び
に
公
益

　
質
屋
特
別
会
計
の
更
正
予
算
に
つ

　
い
て

　
昭
和
三
十
年
度
の
一
般
会
計
及
び

　
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

一
月
十
一
日
十
二
日

総
務
財
政
委
員
会

　
讃
願
一
件
（
北
部
吉
田
農
協
に
貸

　
付
の
倉
庫
払
い
下
げ
に
つ
い
て
》

　
昭
和
三
十
二
年
度
事
業
計
画
に
関

　
す
る
研
究
案
に
つ
い
て

一
月
＋
四
日

経
済
奮
会

　
現
年
度
の
予
算
執
行
に
つ
い
て

　
昭
和
三
十
二
年
度
経
済
関
係
予
算

　
の
概
要
に
つ
い
て

一
月
＋
八
日

文
啓
笙
丞
貫
会

　
新
座
小
学
校
敷
地
間
題
に
つ
い
て

＼
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